







その他のタイトル A Bolcsesseg a Sirak fianak konyveben :








くこの順序で，『箴言』が前 3 世紀ごろに編集され 2，『シラ書』は前 2 世紀 3，





の孫が「エウエルゲテス王の治世の第 38 年に」（序文 27 節）エジプトにやっ
て来て，この著作をギリシア語に翻訳した 5。この「エウエルゲテス王」とは，
プトレマイオスⅦ世エウエルゲテス・フィスコン王とされ，治世が前 170 年

















ゆる「後継者」（ディアドコイ）の時代に入る（前 319 － 287）。ユダヤ地方
は当初プトレマイオス王朝の支配するエジプトに属したが 6，シリアおよびメ
ソポタミア地方はセレウコス朝の支配下に入った 7。前 198 年に行われたパネ
イオンの戦において，セレウコス朝のアンティオコスⅢ世がプトレマイオス朝
の将軍スコパスを破り，パレスティナはそれ以降，シリアの支配下に入ること








司シモンとは，前 218 年から 192 年にかけて 9（あるいは前 227 年から 198
年 10，また前 225 から 195 年にかけて 11），大祭司の地位にあった人物，シモ
ンⅡ世と考えられている。先の迫害とは，上述の大祭司シモンⅡ世の子オニア




抗運動が前 166 年から 135 年にわたって行われ，その結果ユダヤは，後にロー
マによって制圧されるまでの間，一時的に独立することになる（ハスモン朝，
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された 5 つの断片部分が見つかり，その後クムランで 1946 年に，またマサダ
では 1964 年にそれぞれヘブライ語テキストの一部が発見されるというもので
あった。だがこれらのヘブライ語テキストを合わせても，ギリシア語テキスト
の 3 分の 2 ほどの長さにしかならない。一方，ラテン教父ヒエロニュムス（340









1: 30 – 40　2: 18 – 23　3: 31 – 34　4: 31 – 36　5: 15 – 18　6: 37 – 37　7: 36 
– 40　8: 19 – 22　9: 18 – 25　10: 31 – 34　11: 34 – 36　12: 18 – 19　13: 26 
– 32　14: 27 – 27　15: 20 – 22　16: 30 – 31　17: 32 – 31　18: 33 – 33　19: 
30 – 28　20: 32 – 33　21: 28 – 31　22: 27 – 33　23: 28 – 38　24: 34 – 47　
25: 26 – 36　26: 29 – 28　27: 30 – 33　28: 26 – 30　29: 28 – 35　30: 25 – 27
　31: 31 – 42　32: 24 – 28　33: 33 – 33　34: 31 – 31　35: 26 – 26　36: 31 – 
28　37: 31 – 34　38: 34 – 39　39: 35 – 41　40: 30 – 32　41: 22 – 28　42: 25 
– 26　43: 33 – 37　44: 23 – 27　45: 26 – 31　46: 20 – 23　47: 25 – 31　48: 









































































































































































































































（ｼﾗ 16,11 － 12）。
『シラ書』における「知恵」





























































































































































えられている（ﾖﾌﾞ 28；ﾊﾞﾙｸ 3,9 － 4,4）。それに対して『箴言』では，すでに
知恵が若い女性の姿をもって人格化され，神の啓示を伝える仲介者として現れ
て人々を導く（箴言 1,20 － 33；3,16 － 19；8；9,1 － 6）。知恵とは，イスラ
エルとその民を育む存在なのである。また知恵が，いにしえの昔に創られ，創
造の業にも参与したことに関しては，先にも引いた『箴言』8,22 － 31 によく
表されている。そして人を神の許へと導くのは，この「知恵」の業に属するも
のとされる（箴言 8,31 － 35；36）。『シラ書』は，この理念を発展させ多様化








（ｼﾗ 24,2 － 4）。
こうして知恵とは，天に住まい，創造者たる神が，イスラエルそしてシオン



















































もの，後者 E はイスラエル王国から出たものである（ｻﾑｴﾙ上 9 － 10 章におけ
る記述の違いを参照）22。つまりヤーウェが南伝承（前 950 頃），エロヒムが
北伝承（前 8 世紀）ということになる。これに申命記学派 D，すなわちエリ
ヤとエリシャの弟子の間に始まった伝承（北起源）が加えられる。これは南の
王国に移り，そこでヨシヤ時代（前 622 年；列王下 22,8）に発見された「律法」
を書き記した。この律法は拡充され，前 400 年ごろに現在のかたちを取る 23。
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